
③能登一皿プロジェクト

【内容】 仮設住宅の集会場の活用に困ってます！

企業・農家から規格外食材や余剰食品を提供

食材の再活用を考えた商品開発や1品料理の創作

仮設住宅の集会場にて提供・交流機会の創出



能登一皿プロジェクト

【学生の役割】

企画・商品開発チーム

調達・連携チーム

調理・提供チーム

交流・プログラムチーム



能登一皿プロジェクト

【内容】

①社会課題理解力

②交渉力・調整力

③企画力・発想力

④傾聴力・対話力



能登一皿プロジェクト

【こんな学生におすすめ】

食に興味がある人

誰かの笑顔を近くで見たい人

企画やプロデュースが好きな人

地域福祉や復興に関心がある人

「もったいない」の気持ちがある人



能登一皿プロジェクト

【スケジュール】

５月～６月：チーム結成、企業交渉

７月：レシピ考案、仮設住宅訪問

８月～１２月：仮設住宅集会場で、食を通した交流会

（年間４回程度を目標に開催）


